
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（熊本県立鹿本高等）学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価表 

 

１ 学校教育目標 
本県教育委員会の教育指導の指針及び教育指導の重点に基づき、綱領「自主自律・質実剛

健・師弟同行」のもと、生徒一人ひとりの個性の伸長を図りながら、徳・知・体の調和のと
れた生徒を育成する。即ち、徳性を涵養し、知性を磨き、心身を鍛えて将来に備える。 
・理想とする教育理念 
  綱領の具現化に努め、生徒一人ひとりの豊かな心の育成を第一に、持続可能な社会の創り
手としての学力を習得させるとともに、その基盤となる体力の向上を図る。 

・求める生徒像 
  自信と誇りを持ち、品性ある言動を心掛け、地域の方々に愛され、信頼される徳・知・体
の調和のとれた生徒。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）学力の向上 

① ＩＣＴの効果的な活用等により、基礎的・基本的な知識及び技能を習得させ、課題
解決に必要な思考力、判断力、表現力等を育み、一人ひとりの可能性を最大限に伸ば
すよう努める。 

② 授業時間の確保と授業内容の充実に努めるとともに、家庭との連携を図りながら学
習習慣の確立に努め、主体的に学習に取り組む態度を育成する。 

（２）一人ひとりの夢の実現に向けた進路指導の充実 
① 個に応じた指導を充実させ、生徒の進路目標達成に邁進する。 
② インターンシップ等の実践やキャリア。パスポート等を活用した系統的な進路指導
により、生徒一人ひとりの進路意識を高め、早い段階で目標を明確にし、その達成に
向けた指導の徹底を図る。 

（３）生徒指導の充実 
① 学習と部活動のバランスをとり、文武両道に努め、共に学び、活動することを通し
て、生徒一人一人が生き生きとして明るく規律ある学校生活となるよう指導の充実を
図る。 

② 生徒相互の人間関係、生徒と教職員との信頼関係を構築するとともに、生徒の実態
を正しく把握し、全教職員により生徒指導を推進し、綱領の精神の涵養を図る。 

（４）人権教育の推進と特別支援教育の充実 
① 人権・同和教育に対する教職員・生徒の認識を深め、正しい知識や人権感覚を身に
つけ、あらゆる差別・いじめの未然防止や解消に積極的に取り組む。 

② 生徒の発達段階に応じて、好ましい人間関係を育み、学校生活への適応や、自己理
解を深めさせるとともに、人格形成への支援に努める。 

（５）校内推進体制の整備 
① 地域に信頼される魅力的な学校づくりや、入学時の生徒の実態に応じた指導の充実
を図るため、組織的な授業改善等に積極的に取り組む。 

② 業務効率化や勤務時間削減のために、部活動休養日の設定、教育環境整備や情報機
器の活用を推進する。 

（６） 家庭・地域との連携 
① ホームページやメディア等を活用した積極的な広報活動を通して、本校の教育活動
や生徒の活躍を家庭や地域社会へ広く紹介し、学校と家庭・地域社会との連携を深め
る。 

② 地域社会でのボランティア活動を推奨し、可能な限り参画する。 

 
 

３ 自己評価総括表 
    評 価 項 目 

評価の観
点 

具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 大項目 小 項 
目 

学校経
営 
 

本校の教育
目標を理解
している。 

カリキュ
ラム・マ
ネジメン
トの実践 

・全職員が、本校
教育目標の具現化
に向けた教育活動
に取り組む。 
・ＳＳＨ事業の推
進 
・一人一台端末活
用の推進 

・各部の業務実施計画
などを点検し、教育目
標との関連を明らかに
する。 
・全職員が個々の具体
的目標を持って取組め
るよう管理職による面
談を行う。 
・各推進委員会による
研修を実施する。 

 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 

○本校の目標を各自が
業績評価に 
○SSH推進委員会が定
期的に開催され、推進
体制が整った。 
○日本教育工学協会（
JAET）が実施している
学校情報化認定制度に
申請を行い、情報化優
良校に本校が認定され
た。 



２学校運営
協議会（総
合型）が機
能してい
る。 

委 員 か ら
の 意 見 を
十 分 引 き
出す 

・学校評価を学校
運営協議会を通し
て学校の改善につ
なげる。 
・スクールポリシ
ーの策定 

・事前に配付する資料
で課題を明確にし事前
に検討いただく。 
・委員に学識経験者を
加え客観的な評価をい
ただく。 

 
Ａ 

○学校運営協議会で多
様な視点で意見をいた
だき、計画通りにスク
ールミッションを策定
することができた。 

 

組織体とし
ての一体感
を醸成す
る。 

職 員 の 連
携・情報共
有、協力体
制の整備 

・運営委員会以外
でも各部・各係の連
携及び調整や検討
を密にする。 
・生徒情報の共有
化による、教職員全
員での「凡事徹底」
の指導。 

・各種委員会を見直
し、動きやすい組織の
在り方へと見直す。 
 
・個人の積極的な取組
を推奨し支援する。 

 
 
Ｂ 

  

○SSH、ICT さらに生徒
募集の３タスクフォー
スで部を越えた活動が
常態になった。 
●重複する教員が多
く、業務の精選が必要
である。 

快適な職場
環境づくり
を行う。 

・業務の見
通し 
 

・校務改革の具体
的提案・実践。 
 

・部活動指針を徹底す
るなど、メリハリのあ
る働き方を推進する。 

 
 
Ｃ 

○校内委員会の参加人
数を削減することで会
議に参加するだけの時
間を削減した。 
○衛生委員会のフィー
ドバックとして定時退
勤日の実現に至った。 

・休暇の取
得率向上 

・働き方改革を推
進し、年休取得率向
上により、心身のリ
フレッシュを図る。 

・衛生委員会を定例で
月１回実施し、教職員
の体調等の早期把握と
共有を行い、早期対応
につなげる。 

 
 
Ｂ 

○衛生委員会の毎月開
催が実現できた。 
まる 

 
学力向
上 
 

教育目標に
沿った教育
課程が編成
され、教職
員の共通理
解により適
切に運用さ
れている。 

・適切な教
育 課 程 の
編成 
 
 
 
 

・学習指導要領の
趣旨を踏まえなが
ら、生徒にとってよ
り良い教育課程と
なるように見直し
を行うとともに新
学習指導要領につ
いての情報収集と
教育課程の編成を
行う。 

・県の教育課程の研究
協議会等を踏まえなが
ら教育課程検討委員会
で検討する。また、次年
度の学習評価について
も他県や他校を含めて
情報収集及び研究を行
う。 
 
 

 
 
 
 
 
Ｂ 

○県の教育課程研究協
議会を踏まえ、次年度
の教育課程の編成や修
正を行った。また、来
年度の入学生からの学
習評価については、検
討委員を中心に各教科
の評価方法についての
摺り合わせを行うとと
もに、学校経営案の改
定を行っている。 

・教育課程
の 適 切 な
運用 

・行事などの早期
把握につとめ、適正
な授業時間の確保
に努める。 

・全教科シラバスを作
成し、提示する。 
・他の部署と連携した
行事予定の設定をす
る。 

 
 
 
Ｂ 

●作成した全教科のシ
ラバスの生徒への提示
方法について、今後、
次年度のことも見据え
chrome での提示につ
いて検討中である。 
○曜日調整や行事の設
定については、今後も
継続して行っていく。 

適切な学習
指導がなさ
れている。 

・分かりや
す い 授 業
の実施 
・自主的・
自 発 的 な
学 習 の 支
援 
 
 
 

・研究授業、授業
公開、授業評価ア
ンケートを計画・
実施する。。 

・研究授業を各教科年
１回以上実施する。 
・授業評価アンケート
を年２回実施する。 
・長期休業中の特別補
習授業を計画し、実施
する。 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

○授業評価アンケート
については、１回目は
紙ベースで行ったが、
２回目は chrome を利
用し実施した。教科担
当者のみならず、業務
担当者の負担減につな
がった。ただし、生徒に
入力を促す意識付けや
工夫の必要がある。 
○夏季及び冬季休業中
に特別補習授業を実施
した。受講した生徒に
ついて、滑り出しは概
ね良好な様子が窺え
た。ただし、今後も個々
に対応していく必要が
ある。 

・個に応じ
た 適 切 な
指導 
 
 

・生徒の進路希望
に応じた個別指導
と基礎学力向上対
策の充実を図る 

・難関大学進学希望生
徒、公務員受験希望生
徒、大学入学選抜方法
に対応した個別の指導
の充実を図る。 
・ICT を活用した基礎

 
 
 
 
Ｂ 

◯２年生に対して志望
理由書書き方講座、難
関大志望者に対する学
力目標設定講座を開催
し、進路目標設定の具
体策を実践できた。 



学力の向上方法につい
て研究する。 

●ICT活用におけるス
タディサプリ等の活用
を拡大したい。 

・授業改善
の取組 
 

・クロスカリキュ
ラムの評価実践 
・授業改善「主体
的・対話的で深い
学び」の実践 
・ＩＣＴの活用の
推進 

・クロスカリキュラム
（鹿本 STEAM)各プロジ
ェクトリーダーを中心
にメンバー全員で評価
法を検討。 
・効果的にタブレット
ＰＣを活用した授業の
検討。 

 
 
 
 
 
 
 
Ａ 

○ 鹿 本 Ｓ Ｔ Ｅ Ａ Ｍ 
Ａ、Ｂ，Ｃ，Ｄ各プロジ
ェクトの計画、授業の
実施ができた。また各
プロジェクトの評価に
ついて、自己評価や成
果物の評価など工夫し
ながら実施できた。 
○タブレットＰＣを活
用した授業は日常的に
行われるようになっ
た。 
●各プロジェクト今年
初めての実施だったの
で、改善点を洗い出し、
次年度の計画に生か
す。 

キャリ
ア教育 
(進路
指導) 

キャリア教
育の組織的
推進 

キ ャ リ ア
パ ス ポ ー
トの実践 

・効果的な課外授
業の立案と実施 
・キャリア教育の
推進 

・主体的な進路選択に
向けた基礎学力充実の
ための課外授業を提供
する。 
・キャリアパスポート
を活用して学期ごとに
振り返りを行い、生徒
の主体的なキャリアプ
ラン計画と改善へつな
げる。 
・インターンシップを
実施し、アフターコロ
ナの参加率向上のプラ
ンを策定する。 

 
 
 
 
 
 
Ｂ 

◯希望者に対する進学
課外、公務員課外を実
施できた。 
◯キャリアパスポート
の活用を通して目標設
定と振り返りの実践を
行い、見通しをもった
生活を送ることにつな
げた。 
●企業ガイダンス等を
活用して、働くことの
意義等について深めた
い。 

進路情報や
個人的資料
が収集・活用
されている。 

進 路 決 定
の 参 考 に
な る 資 料
の提供 
 

・大学入学共通テ
ストに向けての対
応策の研究を推進
する 

・大学入学共通テスト
の分析と定期考査等へ
の作問研究を行う。 

 
 
Ｂ 

◯進路検討会の定期開
催により、職員間での
生徒一人ひとりの進路
希望の共有ができた。
また、各学年の学習課
題を分析することがで
きた。 
●共通テストを分析す
ることにより、求めら
れる力をより具体的に
明確にすることが必要
である。 

進 路 検 討
会の実施 

・模試結果の分析
と定期的な進路情
報の提供  

・各学年で進路検討会
を実施し、課題の分析
とその解決方法を探
る。 

 
 
Ａ 

進路相談は
適切に行わ
れている。 

個 人 面 談
の充実 

・年間を通した二
者面談を推進する 

・年間３回の面談週間
を実施する。 

 
 
Ｂ 

◯個別面談を実施し、
生徒一人ひとりの課題
に向き合うことができ
た。 
●面談時間の確保が課
題である。 

 
生徒指
導 
 

学校全体で
生徒指導に
取り組む体
制が整備さ
れている。 

「 高 校 生
活の心得」
の徹底 

・生徒への指導事
項を職員全体で共
有し全員で指導に
取り組む。 
・生徒自らの活動
を尊重した生徒会
活動を目指す。 

・職員会議や朝礼を利
用し、職員間の情報共
有 の 徹 底 を 図 る 。            
・生徒自身の考えや行
動を極力尊重し、生徒
会活動の活性化を促
す。 

 
 
 
Ａ 

○職員会議や朝礼を通
しての情報の共有はあ
る程度達成できてい
る。 
●ボランティアや生徒
会の活動発表など企画
は可能な限り出来た
が、制限はまだまだ多
い。 

規範意識の
向上に向け
た指導を行
っている。 

・日常生活
に お け る
指 導 の 徹
底 
・ＨＲにお
け る 指 導
の徹底 

・生徒指導に関す
る全職員の共通理
解を深め、日常の小
さいところから全
職員で指導に取り
組む。 

・挨拶の励行、遅刻を
しない等、小さいこと
から全職員協力して徹
底指導をする。 

 
 
 
Ｂ 

○各学年の生徒指導部
係を通して学年会等
で、情報の共有を積極
的に行った。 
●全体に直接話す機会
を持てたら良いと思
う。 



安全への意
識向上の指
導を行って
いる。 

交通違反・
事 故 ゼ ロ
を目指す 

・自転車・バイク通
学生の安全指導の
徹底 
・日常の安全様々
な場面を通して安
全に対する意識を
高めさせる取り組
みを行う 

・バイクの実技講習会
を実施して安全運転に
関して再認識を促した
い。        
・日々の朝礼や学年集
会を利用した交通安全
教育を実施する。 

 
 
Ａ 

○二重ロックについて
は若干の違反者はいる
が、よく浸透している。
●小さな違反はまだあ
る。継続指導で事故を
防ぎたい。 

保護者や地
域社会との
連携が整っ
ている。 

Ｐ Ｔ Ａ と
の連携 
 

・地域の活動に参
加することで、地域
での生徒の生活情
報を入手する  

・山鹿市青少年育成巡
回へ参加する。           
 

  
  
－ 

●コロナのため実施で
きなかった。 

近 隣 校 と
の連携 

・他校との情報交
換を積極的に行う 

・校則などについて情
報交換する。 

 
Ａ 

○校則の見直しなどで
他校と情報交換の機会
も持てた。 

生徒の自主
的・自発的な
活動がなさ
れている。 

部活動、各
種 委 員 会
の活性化             

・部活動の活性化・
時間確保・厳守    
・各委員会を委員
長主導の形で運営 

・時間を大切に使う習
慣づけを行う。・生徒自
身が動きやすい組織作
りを推進する。 

 
 
Ｂ 

○二学期については、
かなり活動が確保でき
た。メリハリも出来て
いた。 
●もう少し積極的に職
員に周知すべきであっ
た。 

人権教
育の推
進 

人権意識の
向上に向け
た取組をす
べての教育
活動を通じ
て行う。 

・職員研修
の実施 

・教職員の人権感
覚の向上 

・生徒理解研修を実施
する。 

 
Ａ 

○生徒理解研修では，
個々の生徒の状況を検
討することで対応のあ
り方などを共有した。 

・教育相談
部の活用 

・自他を大切に尊
重できる生徒の育
成 

・ＳＣによる職員研修
を実施する。 

 
 
Ａ 

○ＳＣによる研修で
は，生徒に対する理解
のあり方だけでなく教
師自身の自己理解につ
いても学ぶ機会となっ
た。 

豊かな人間
関係づくり
に向けた指
導を行う。 

一 人 ひ と
り の 生 徒
が 尊 重 さ
れ る 環 境
づくり 

・コミュニケーシ
ョン能力の育成  
・ 自主自律および
自己決定能力の育
成 

・心のアンケート・心
と体の振り返りシート
を活用した実態把握と
支援を行う。 
・ソーシャルスキルト
レーニングをＬＨＲで
実施する。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

○「心のアンケート」は
１１月，「振り返りシー
ト」は１０月に実施し，
面談も交えながら実態
把握・支援につなげた。 
○１０月に新たにＳＳ
Ｔに取り組み，「私の四
面鏡」を通じて自己理
解・他者理解を深めた。 
●ＳＳＴは３年間の育
ちを見通した計画を立
て，生徒の実態にあわ
せて内容を検討した
い。 

命を大切に
する心を育
む指導を行
っている。 

人 間 と し
て の 在 り
方・生き方
の 自 覚 の
深まり 

・自己肯定感の育
成  

・教育相談・カウンセ
リング体制を充実す
る。 
・ストレス対処やＳＯ
Ｓの出し方に関する指
導を推進する。 

 
 
 
Ｂ 

○１２月までにカウン
セラー１６回来校，相
談３９件。継続的に支
援していただいた。 
●生徒へのメッセージ
の発し方や，日常的な
指導の中にどのように
組み込んでいくのか，
検討する必要がある。 

いじめ
の防止
等 

インターネ
ットや携帯
によるいじ
めなどの防
止に努め
る。 

教 師 と 生
徒 の 双 方
に よ る 現
状の理解 

・情報モラル教育
の充実・徹底     

・情報モラル講演会を
実施。ＩＣＴ指導員を
活用し本校の実態に即
した指導を行う。 
・生徒会による「いじ
め根絶運動」の実施 

 
 
 
Ｂ 

○ICT 支援員による講
演会は、とても好評で
あった。 
●SNS 利用のモラルが
守られていない場面が
見られた。節目節目で
継続指導する必要性が
ある。 

「いじめを
未然に防ぐ」
体制・意識の
確立。 

・「いじめ
問 題 対 策
委員会」の
活用 
・「ネット
い じ め 等
早 期 対 応

・共同生活の中で
思いやりの心を育
み、いじめ等の未然
防止に取り組む。 

・スクールサインへの
登録を奨励する。 
・学年内・学年間での
密な情報交換を行い、
未然防止に努める。 

 
 
Ｂ 

○第２回会合も実施。
取り組みを確認してい
る。各学年でも積極的
に取り組んでいる。 
●これで十分と言うこ
とは決してない。 



推進事業」
の活用 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 
 
 

学校防災体
制の整備と
防災教育の
推進 

生 徒 の 防
災 意 識 の
高揚 
 

・生徒、職員の防災
意識の高揚を図る
ための防災教育の
推進。 

・避難訓練(避難経路
確認、防消火訓練、シェ
イクアウト訓練）の実
施 
・防災だより発行 
・ローリングストック
の実施 

 
 
Ａ 

○避難訓練、防災だよ
りの発行等、計画通り
に実施することができ
た。 
 

地 域 と 一
体 と な っ
た 災 害 時
の 連 携 体
制の構築 

・避難所運営等に
係る体制整備。 

・地域の防災訓練への
参加 
・危機管理マニュアル
の見直しと発行 
 

 
 
 
Ｂ 

●コロナ禍のために地
域の防災訓練等が中止
となったため、地域、
行政と連携した訓練等
ができなかった。 
○危機管理マニュアル
の全面改訂作業を行っ
た。 

総務部とＰ
ＴＡ（保護
者）との連
携。 

総 務 部 関
連行事、Ｐ
Ｔ Ａ 活 動
の活性化 

・各学年･各部･Ｐ
ＴＡ役員（保護者）
と連携し、学校行事
の円滑な運営に努
める。 
・城北地区高等学
校ＰＴＡ指導者研
究大会の研究発表
に向けての準備を
進める。 

・各委員会で zoom 等を
使っての会議を実施す
る。 
・城北地区高等学校Ｐ
ＴＡ指導者研究大会へ
の案内を早めに行い、
多くの参加を募る。 

 
 
 
Ｂ 

○各委員会を実施する
ことができた。 
○googleアカウントを
保護者にも発行するこ
とができた。 

奨学金など
の支援活動
を確実かつ
適切に行
う。 

・保護者・
生 徒 へ の
周 知 の 徹
底 
・適切な事
務処理 

・保護者、生徒へ奨
学金の情報を提供
し、生徒の就学の支
援をする。 

・教室掲示や安心安全
メール等で情報提供を
し、必要に応じて説明
会を実施する。 

 
 
Ａ 

○奨学金募集の教室掲
示を行い、必要に応じ
て安心安全メールで情
報提供を行った。 

地域の自然
や文化財、
伝統行事な
どの教育資
源を活用す
る。 

地域団体
（住民）と
の連携を活
発にする。 

・地域の伝
統 行 事 等
へ の 理 解
と参加 
 
・地域団体
・地域住民
と の 交 流
促進 

・「総合的な探究
（学習）の時間」の
再構築 

・「総合的な探究の時
間」または各ＳＳＨプ
ロジェクトについて、
学年担当者が原案を作
成し、「総研」で提案、
研究開発部で共有す
る。 

 
 
 
 
 
Ａ 

○外部発表は１学年が
５６名、２学年４２名。 
○１学年の３１名の生
徒が理系の研究を行っ
た。 
●理系の生徒数を増や
すために、１学期鹿高
イノベーションプロジ
ェクトの改善が必要 

・生徒のボランテ
ィア活動の積極的
参加を推進する。 
・生徒の中高連携
行事を推進する。 

・感染症対策に十分な
配慮をしながら、でき
る範囲では活動を促進
したい。 

○年末からボランティ
ア参加や生徒会活動の
発表など企画は出来
た。 
●年明けからの感染者
増で再び制限がかかっ
ている。 

保護者・地
域の方々に
学校の活動
内容を理解
していただ
いている。 

定 期 的 で
適 切 な 情
報発信 

・HP の定期的な更
新を行う。 
・三年間を見通し
た「進路指導年間
計画」の改善と周
知を図る 
・研究開発部の取
組の本校ウェブサ
イトでの配信推進 
・広報班と連携
し、ＰＴＡ活動に
関する情報の発信
に努める。 
・各分掌と連携し
た情報発信の徹底
に努める。 

・中学校や保護者に向
けて、定期的に HP を更
新し、情報発信を行う。 
・進路通信、進路のし
おりを発行し、進路指
導に活用する。 
・保護者集会を通じて
進路情報を提供する。 
・研究開発部の授業改
善等の取組を、写真や
動画で記録し、本校ウ
ェブサイトに配信す
る。 
・PTA 広報委員会を開
催し、PTA 新聞「めいり
ん」を定期的に発行す
る。 
・正確な情報を確実に
家庭に届けるために、
安心安全メールと連動

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

◯ICT を活用した保護
者会を初めて開催する
ことができた。今後さ
らに多様な活用方法の
可能性が広がった。 
●クロムブックを通じ
て進路情報のネット配
信を進めたい。○PTA広
報委員会を開催し、PTA
新聞「めいりん」の定期
発行を計画通りに行う
ことができた。 
○学校 HP のリニュー
アル、情報の更新を昨
年度以上に行うことが
できた。 
○鹿本高校サイトには
８つの記事を投稿し
た。 
○ＳＳＨ通信を１号発



する。 
・HP 更新による広報活
動に努める。研修の充
実に努める。 

行した。 
●投稿数が昨年度より
減少 

保 健 安
全管理 
 
 

保健・健康
教育に関す
る指導体制
が整ってい
る。 

・保健委員
会 の 活 性
化 
・学校保健
委 員 会 の
開催 

・健康教育の推進  
・生徒保健委員会
活動の活性化   
・性教育・エイズ学
習の推進 

・体育科と連携し、計
画的な健康教育、性教
育を実施する。 
・保健委員会のキャン
ペーン活動の実施や保
健だよりを定期的発行
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 

○学校保健委員会は３
月に延期、感染状況次
第では、書面開催を実
施する、また、感染症対
策は学校医、学校薬剤
師と連携しながら継続
できている。 
○PTA との連携はでき
ていないが、学校 HP に
保健室のページを新規
作成したので、より多
くの情報発信をしてい
きたい。 
○性教育講演会は、２
学期に実施できた。 
○生徒保健委員会は、
文化祭で身近な健康課
題に取り組んだり、魅
力ある保健便り作成を
目指して活動できた。 

安全点検や
環境美化に
関する取組
に努力して
いる。 

危 険 箇 所
の点検 
 

校内安全点検の実
施 

・校内安全点検表の提
出を徹底する。 

 
 
 
Ｂ 

○安全点検を学期毎に
実施し、改善が必要な
箇所を確認することが
できた。 
●トイレの清掃が不十
分な箇所があり、掃除
の方法や指導の充実を
図る必要がある。 

美 し い 学
校づくり 

環境美化の推進 ・美化委員会を活性化
させ、掃除や、共用部分
の消毒の徹底をする。 

教育環
境整備 

施設設備の
安全・維持管
理のための
点検整備が
なされてい
る。 

安 心 し て
教 育 活 動
に 取 り 組
め る 環 境
づくり 

・安全で整理整頓
された敷地・校舎の
維持管理に必要な
対策 

・根本的な施設整備に
ついては、従前からの
営繕計画に基づき、計
画的に取り組む。 
・突発的事態や営繕計
画に掲載されていない
事項については、校内
巡視、各人から要望を
踏まえて随時把握を行
い、時宜に応じて、県教
委との予算交渉を行
い、学校全体で対応す
る。 
・生徒や教職員が安心
安全に教育活動に専念
できるよう、小さな綻
びも見逃さす、機動的
に対応するよう心がけ
る。 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

○事務部と連携し、修
理箇所等、迅速に対応
している。 
○感染症対策のひとつ
として、手洗い場の自
動水栓も順次設置され
ている。 
○長寿命化施策の重要
性を校内で共有したう
えで、その他緊急性の
ある項目について、即
時対応を行うことがで
きた。 
●長寿命化施策に絡む
工事が順番待ちもあ
り、速やかな対応がで
きない。 

図 書 館
教育 

メディアリ
テラシー能
力（情報を評
価・識別する
能力）を育て
る。 

・読書習慣
の定着 
・学習・探
究・情報セ
ン タ ー と
し て の 図
書 館 づ く
り 

図書館の有効活用
の推進 

・書架の案内の整理、
新刊案内を工夫する。 
・総合的な探究の時間
の取組と連携する。 

 
 
 
Ｂ 

○図書委員が作成した
ライブラリーニュース
を毎月発行することが
できた。 
○小論文関連の展示コ
ーナーを設置すると、
本を手にとって見る生
徒も見受けられた。 
●Chromebookの導入に
より図書を使って調べ
る生徒が減少。 

  

４ 学校関係者評価 

本校では６年前から保護者・生徒・職員に同じ内容のアンケートを実施し、三者の意識や評

価を比較・分析できるようにしている。また過去三年間の経年比較も実施している。学校関係

者評価委員会は書面で開催し、昨年度より各部自己評価表を元に本校の総務部・教務部・生徒

指導部・進路指導部・研究開発部が取組を整理し、三者アンケート結果の分析について説明を



行った。 

また、学校評議員会から学校運営協議会（総合型）へ移行したことを受けて、学識経験者か

らも意見を受けることとなった。 

アンケートでは生徒評価が昨年度に引き継いで上昇傾向を示し、「学校行事の積極的な参加」

と「部活動や生徒会活動」「健康安全教育」の項目では高い評価であった。新型コロナの影響

のなか,工夫を凝らしながら実施してきたところが評価されていたものと思われる。また、「進

路に向けての努力」の評価が大きく向上している。 

保護者評価については、「入学させての満足度」の評価が高く職員一人一人が取り組んだ努

力の成果が、鹿本高校への満足度を高めていると考えられるが、学校行事への直接の参加はほ

とんど出きておらず、生徒の様子を見て間接的に評価していただいている。「興味関心を引き

出す授業の工夫」については、昨年よりも改善は見られるが、生徒と保護者が捉えている感覚

と職員の取り組んでいる意識の間にギャップが存在する。 

職員評価は昨年度より大きく高まっており「授業の工夫」については、大幅に向上した。ま

た、比較的評価が低い「保護者や地域への信頼」の項目も、昨年度より大きく向上した。これ

らはＳＳＨの取り組みなどで先生方が努力をされた成果である。 
評価委員会では意見書として、様々な取り組みを行い生徒の活躍の場を生み出しているこ

とや、ほとんどの項目で上昇が見られることに評価いただいた反面、生徒の評価が保護者の
評価よりも低い部分について、原因の分析等を行う必要があるとの助言をいただいた。また
、人権教育や地域への発信などの重要性については課題として残された。今後さらに、教育
活動を充実させるため、新たなチャレンジをしっかりと全体計画の中で見直し、学校の魅力
化を進め、地域での学校の信頼のさらなる向上に向け努力をしたい。 

 

５ 総合評価 
学校評価アンケートの結果や自己評価及び学校関係者評価から、本校の綱領である「自主

自立・質実剛健・師弟同行」、教育理念である「綱領の具現化に努め、生徒の心の成長を第
一に、次に生徒の思いを実現させる基礎学力を養成し、そして生徒の心を維持する体力を養
成する」という目標については、実現できている。 
進路指導は昨年同様、大変難しいところはあったが、生徒一人一人の志望とできる限り向

き合い、進路が切り開けるような取り組みを行い、ここ数年で最も高い評価を得ている。学
習指導については新たなカリキュラムとして鹿本ＳＴＥＡＭやＹＳＰなどの探究科目を充実
させたが、その成果はいまだ明らかではない。生徒の意見などを取り入れ、分析を進め、興
味関心を引き出す工夫が求められる。生徒指導については、初めての１年生での原動機付き
自転車での通学許可や、それに伴う交通指導や安全指導の強化を行っている。万が一のこと
がないよう、保護者へも安全教育を浸透させていく必要がある。発信では、新たに生徒募集
委員会を立ち上げ、中学校訪問や学校紹介ＶＴＲの作成などを行ったが、昨年は発信してい
たグローバルジャーナルはできておらずＳＳＨ通信も年間２号の発行にとどまった。 
特別な支援が必要な生徒に対する学校の支援の在り方や、いじめの対応などについては、

研修を通して職員の感度を高めていかなければならない。人権教育及び命を大切にする心を
育むとともに引き続き全職員で取り組んでいくことは徳を一番に掲げる本校の使命として、
今後さらに重点的に取り組む必要がある。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
一人一台端末事業について、情報活用推進リーダーが中心となり試行錯誤しながら準備を

進め優良校認定に至ったが、ここはスタートラインでここからの取り組みが重要である。Ｓ
ＳＨ指定を受け、今年度は体制の確立のため先生方は奔走したが、少し俯瞰的に全体を眺め
て必要な活動、すべき活動を研ぎ澄ます研修なども必要である。そのため、本年度も学力向
上研究指定に「総合的な探究の時間」で応募しており、本校ＳＳＨの中核である課題研究の
ＵＤ化等の新たな課題設定を行っている。今年度は年間を通して多くの支援を県立教育セン
ターにはいただいたが、学校としての独り立ちを目指して、次年度はより力強く自走する姿
を目指したい。ＳＳＨについては主幹教諭がＳＳＨ主任となって着実に運営を進めたが、ト
ップダウン的な形にならないように配慮して取り組んだ。今年度も実施に至らなかったが、
学校を地域に開き、より信頼される運営を行うために、地域の中学校と連携した教育活動が
実践できないかを今後も模索していきたい。生徒指導部も、進路指導部もＤＸ時代への対応
を実感しており、キャリアパスポートや校則の見直しなど時代の変化や要請にも十分耐えう
る感覚を磨いて行く必要がある。また、保護者への適切な情報提供の在り方を含め来年度以
降も積極的な情報収集・発信に努めたい。保護者アカウントは発行したものの十分な活用が
できていない。また、働き方改革の推進は、定時退勤日の設定などの進展はあったが、職員
の時間的余裕を生み出せているかどうかは、新型コロナやＳＳＨなどの新業務の導入などの
影響もあり単純に分析できていない。昨年度は「鹿本高校に入学して良かった」という生徒
が７３％から８２％まで上昇したが、本年度は８４％を超えた。この項目については良くな
かったとの回答をいかに減らせるか丁寧な取組の積み重ねを検討していきたい。 



 


